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テ
レ
ワ
ー
ク
浸
透
で
乗
客
が
減
少

コ
ロ
ナ
禍
で
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
ワ
ー
ク

ス
タ
イ
ル
は
大
き
く
変
貌
し
た
が
、
中
で
も

大
き
く
変
化
し
た
の
は
通
勤
に
対
す
る
概
念

で
あ
る
。
企
業
側
の
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
に

よ
っ
て
在
宅
勤
務
が
増
え
、
通
勤
費
支
給
も

変
化
し
た
こ
と
で
、
輸
送
人
員
の
減
少
、
特

に
定
期
収
入
の
シ
ェ
ア
が
大
き
い
都
市
鉄
道

事
業
者
に
と
っ
て
は
深
刻
な
事
態
が
も
た
ら

さ
れ
た
。
各
社
で
は
定
期
券
利
用
の
継
続
を

図
る
企
業
努
力
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で

は
東
急
電
鉄
の
新
た
な
定
期
券
連
携
サ
ー
ビ

ス
の
取
り
組
み
を
見
て
い
き
た
い
。

東
急
電
鉄
の
路
線
は
、
沿
線
あ
る
い
は
他

社
と
の
相
互
直
通
に
よ
っ
て
つ
な
が
る
都
心

部
と
、
多
摩
田
園
都
市
な
ど
を
は
じ
め
と
す

る
沿
線
の
住
宅
地
を
結
ぶ
こ
と
で
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
都
心
部
で
働

き
、
沿
線
住
宅
地
で
快
適
に
暮
ら
す
と
い
う

職
住
分
離
が
現
在
よ
り
明
確
で
あ
っ
た
コ
ロ

ナ
禍
以
前
に
は
、
混
雑
緩
和
が
重
要
課
題
の

一
つ
だ
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
前
後
を
比
較
す
る
と
、
東
急

電
鉄
の
定
期
券
利
用
は
約
30
％
、
定
期
外
は

約
25
％
減
少
し
て
い
る
。
鉄
道
事
業
本
部
運

輸
計
画
部
沿
線
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課
の
梶
谷

俊
夫
課
長
は
「
要
因
と
し
て
は
、
当
社
の
定

期
券
利
用
者
に
は
テ
レ
ワ
ー
ク
に
移
行
し
や

す
い
規
模
や
業
種
に
勤
め
る
人
が
多
い
た
め

で
は
な
い
か
」
と
分
析
す
る
。
ま
た
、「
東

急
線
ア
プ
リ
の
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
前
後
で
在
宅
勤
務
の
実
施
頻
度
が

大
き
く
変
化
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
後
も
テ

レ
ワ
ー
ク
は
あ
る
程
度
、
定
着
す
る
の
で
は

な
い
か
と
の
見
方
も
あ
る
」
と
語
る
。

　Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
が
基
盤
の
実
証
実
験
「
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
」

こ
う
し
た
社
会
情
勢
の
変
化
を
俊
敏
に
捉

え
、
定
期
券
利
用
の
回
復
施
策
と
し
て
、
定

期
券
保
有
者
に
対
す
る
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
が

行
わ
れ
て
い
る
。

ま
ず
２
０
２
１
年
１
月
13
日
～
４
月
28
日

に
は
、
東
急
主
体
で
実
証
実
験
「
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｔ

Ｏ
」
が
行
わ
れ
た
。
田
園
都
市
線
在
住
の
30

～
50
代
の
都
心
通
勤
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、

東
急
グ
ル
ー
プ
の
交
通
や
施
設
を
活
用
し
て

新
し
い
移
動
や
就
労
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ

た
。具

体
的
に
は
、「
鉄
道
以
外
の
快
適
な
移

動
サ
ー
ビ
ス
」
と
し
て
、
①
多
摩
田
園
都
市

地
区
と
東
京
都
心
を
結
ぶ
通
勤
高
速
バ
ス
、

②
港
区
・
中
央
区
・
渋
谷
区
の
勤
務
地
と
横

浜
市
青
葉
区
自
宅
を
結
ぶ
乗
合
ハ
イ
ヤ
ー
が

設
定
さ
れ
た
。
ま
た
、「
多
様
で
快
適
な
テ

レ
ワ
ー
ク
環
境
」
と
し
て
、
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ

ス
の
設
置
や
、
自
宅
や
最
寄
り
駅
付
近
の
カ

フ
ェ
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
な
ど
で
も
テ

レ
ワ
ー
ク
が
で
き
る
就
労
環
境
を
提
供
、
さ
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コ
ロ
ナ
禍
で
の
企
業
の
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
な
ど
に
よ
っ
て
、

都
心
部
で
働
き
、
住
宅
地
で
暮
ら
す
と
い
う
職
住
分
離
型
の
行
動
様
式
が
変
化
し
、

通
勤
・
通
学
利
用
の
比
率
が
高
い
都
市
鉄
道
全
般
を
取
り
巻
く
環
境
に
は

大
き
な
変
化
が
生
じ
て
い
る
。

民
鉄
の
中
で
も
通
勤
・
通
学
の
利
用
者
が
多
い
田
園
都
市
線
や
東
横
線
を
も
つ

東
急
電
鉄
は
、
定
期
券
利
用
者
に
対
す
る
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
実
証
実
験
を
開
始
し
た
。

移
動
の
み
の
定
期
券
利
用
に
付
加
価
値
を
与
え
、
徹
底
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
基
に

利
用
者
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
新
た
な
定
期
券
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
を

創
造
、
提
案
し
て
い
る
。
そ
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

東
急
電
鉄
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ら
に
「
お
出
か
け
が
も
っ
と
楽
し
く
な
る

サ
ー
ビ
ス
」
と
し
て
、
①
東
急
線
ワ
ン
デ
ー

パ
ス
や
東
急
バ
ス
１
日
乗
車
券
な
ど
の
１
０

０
円
チ
ケ
ッ
ト
、
②
ハ
イ
ヤ
ー
利
用
と
飲
食

を
組
み
合
わ
せ
た
ご
ほ
う
び
セ
ッ
ト
チ
ケ
ッ

ト
、
③
グ
ル
ー
プ
会
社
が
経
営
す
る
施
設
で

使
用
で
き
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ク
ー
ポ
ン
の
発
行

―
―
な
ど
を
展
開
し
た
。

「
美
し
い
生
活
環
境
を
創
造
し
、
調
和
あ

る
社
会
と
、
一
人
ひ
と
り
の
幸
せ
を
追
求
す

る
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
理
念
を
持
つ
東
急
が

手
掛
け
た
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
は
、
就
労
形
態
の
変

化
に
伴
う
移
動
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
や
ワ
ー
ク

を
含
む
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
個
別
化
に
対
応

し
て
、
移
動
サ
ー
ビ
ス
と
生
活
サ
ー
ビ
ス
を

シ
ー
ム
レ
ス
に
提
供
す
る
実
証
実
験
と
な
っ

た
。
東
急
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
よ
り
、
日
本
初

の
観
光
型
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
「
Ｉ
ｚ
ｕ
ｋ
ｏ
」
を
は

じ
め
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る

が
、 

そ
う
し
た
実
績
も
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
の
サ
ー

ビ
ス
構
築
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。

「
通
勤
高
速
バ
ス
や
乗
合
ハ
イ
ヤ
ー
は
浸

透
に
時
間
が
か
か
る
た
め
、
利
用
率
が
高
い

と
は
言
え
な
い
が
、
利
用
者
の
満
足
度
が
高

く
、
運
行
時
間
帯
や
乗
降
エ
リ
ア
な
ど
に
つ

い
て
も
、
次
の
サ
ー
ビ
ス
へ
の
検
討
材
料
を

多
く
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
シ
ェ
ア
オ

フ
ィ
ス
は
リ
ピ
ー
ト
率
が
高
く
、
郊
外
に
お

け
る
テ
レ
ワ
ー
ク
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と
が
分

か
っ
た
。
全
体
的
に
、
机
上
だ
け
で
は
把
握

で
き
な
い
、
お
客
さ
ま
の
実
質
的
な
ニ
ー
ズ

を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
た
」
と
梶
谷
課
長
は

そ
の
成
果
を
語
る
。

移
動
上
の
サ
ー
ビ
ス
「
Ｔ
ｕ
ｙ
Ｔ
ｕ
ｙ
」

２
０
２
１
年
５
月
12
日
か
ら
は
、
東
急
電

鉄
が
主
導
し
て
新
た
な
実
証
実
験
「
Ｔ
ｕ
ｙ

Ｔ
ｕ
ｙ
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
乗

車
券
の
配
布
や
テ
レ
ワ
ー
ク
ニ
ー
ズ
を
取
り

込
む
な
ど
、
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
の
実
績
を
一
部
、

継
承
し
な
が
ら
も
、
コ
ン
セ
プ
ト
は
新
た
に

構
築
、
サ
ー
ビ
ス
展
開
エ
リ
ア
を
東
急
線
沿

線
に
拡
大
し
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
若
年
化
し
て

定
期
券
ユ
ー
ザ
ー
の
約
４
割
を
占
め
る
20
～

30
代
と
し
て
い
る
。
ま
た
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
が
Ｍ

ａ
ａ
Ｓ
の
概
念
で
鉄
道
以
外
の
移
動
や
就
労

を
基
軸
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、
Ｔ
ｕ
ｙ
Ｔ

ｕ
ｙ
は
鉄
道
移
動
の
中
に
お
い
て
サ
ブ
ス
ク

リ
プ
シ
ョ
ン
型
で
生
活
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
。
利
用
料
金
は
、
５
月
12
日
～
７
月
31
日

は
無
料
、
８
月
1
日
～
10
月
30
日
は
月
額
５

０
０
円
（
税
込
）
と
な
っ
て
い
る
。

「
20
～
30
代
の
人
々
は
デ
ジ
タ
ル
・
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ネ
イ
テ
ィ
ブ
で
あ
り
、
各

種
の
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
を
使
い
こ
な

し
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
各
人
の
ニ
ー

ズ
に
即
し
た
も
の
を
選
ん
で
使
え
る
も
の
が

い
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
ま
た
こ
の

世
代
は
気
候
変
動
や
環
境
問
題
へ
の
関
心
も

渋谷駅渋谷ヒカリエ1改札
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高
い
の
で
、
環
境
配
慮
型
の
〝
コ
ト
消
費
メ

ニ
ュ
ー
”
を
そ
ろ
え
る
よ
う
に
し
た
」
と
鉄

道
事
業
本
部
運
輸
計
画
部
沿
線
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
課
の
中
村
文
香
さ
ん
は
語
る
。

日
常
生
活
に
特
化
し
た
メ
ニ
ュ
ー

Ｔ
ｕ
ｙ
Ｔ
ｕ
ｙ
に
は
、
ユ
ー
ザ
ー
に
よ
く

知
ら
れ
た
企
業
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
ま

で
９
月
末
時
点
で
13
社
が
参
画
し
、
日
常
生

活
を
「
少
し
便
利
に
楽
し
く
す
る
サ
ー
ビ
ス
」

を
提
供
し
て
い
る
。
Ｔ
ｕ
ｙ
Ｔ
ｕ
ｙ
に
加
入

し
、
毎
月
定
額
の
料
金
を
支
払
う
こ
と
で
、

各
サ
ー
ビ
ス
の
割
引
や
特
典
が
付
与
さ
れ
る
。

主
な
も
の
で
は
、
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
充
電
で
き
る
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
レ
ン

タ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
「
充
レ
ン
」
が
あ
る
。
東

急
線
沿
線
の
駅
の
半
数
以
上
で
ス
タ
ン
ド
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
全
国
に
は
約
２
３
０
０

の
ス
タ
ン
ド
が
稼
働
し
て
い
る
。
移
動
途
中

の
バ
ッ
テ
リ
ー
切
れ
を
心
配
す
る
こ
と
な

く
、
安
心
し
て
活
動
で
き
る
。
ま
た
、「
ア

イ
カ
サ
」
は
傘
の
レ
ン
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
で
、

全
国
約
８
５
０
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
る
。
傘
を

シ
ェ
ア
す
る
こ
と
で
、
忘
れ
物
傘
の
廃
棄
量

の
減
少
を
目
指
し
て
い
る
。

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
そ
の
ほ

か
小
型
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
を
利
用
で
き

る
「
Ｌ
Ｕ
Ｕ
Ｐ
」
が
あ
る
。
首
都
圏
に
約
３

０
０
ポ
ー
ト
設
置
さ
れ
て
お
り
、
近
距
離
移

動
を
自
転
車
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
街

中
で
の
放
置
自
転
車
を
削
減
し
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出

や
違
法
駐
車
を
抑
止
す
る
効
果
が
あ
る
。

フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
の
取
り
組
み
も
あ
る
。

「
パ
ン
ス
ク
」（
※
参
画
休
止
中
）
は
全
国
の

い
ず
れ
か
の
パ
ン
専
門
店
か
ら
パ
ン
が
宅
配

さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、「
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｔ

Ｅ
」
は
店
が
つ
く
り
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
食
品

を
登
録
し
た
ユ
ー
ザ
ー
が
消
費
す
る
仕
組
み

だ
。
東
急
沿
線
の
鮮
魚
店
「
ｓ
ａ
ｋ
ａ
ｎ
ａ 

ｂ
ａ
ｃ
ｃ
ａ
」
で
は
、
容
器
を
持
っ
て
買
い

物
に
行
く
と
割
引
に
な
り
、
脱
炭
素
の
取
り

組
み
に
も
つ
な
が
る
。

健
康
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
と
い
う
視
点
で
は
、

毎
月
決
ま
っ
た
分
の
花
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
花
の
定
額
制
サ
ー
ビ
ス
「
ハ
ナ
ノ

ヒ
」
が
あ
る
。
ま
た
、
東
急
グ
ル
ー
プ
の

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
「
ア
ト
リ
オ
ド
ゥ
ー

エ
」
も
特
別
料
金
で
利
用
で
き
る
。

便
利
で
生
活
を
少
し
楽
し
く
豊
か
に
し
て

く
れ
て
、「
つ
い
つ
い
利
用
し
て
し
ま
う
」
各

種
の
サ
ー
ビ
ス
が
用
意
さ
れ
、
定
期
券
利
用

者
は
各
人
の
生
活
に
合
わ
せ
て
、
選
択
し
て

利
用
す
る
こ
と
で
、
独
自
の
新
た
な
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
創
造
し
て
い
け
る
の
で
あ
る
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
重
視
で
メ
ニ
ュ
ー
構
成

　
今
回
の
取
り
組
み
の
大
き
な
特
徴
は
、
前

例
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
徹
底
し
た
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
結
果
に
基
づ
い
て
サ
ー
ビ
ス
メ

ニ
ュ
ー
が
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

「
事
前
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
約
１
３
０

０
人
回
答
）
を
実
施
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄

せ
ら
れ
た
声
を
そ
の
ま
ま
反
映
す
る
ぐ
ら
い

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
意
識
で
取
り
組
ん
で
い

る
」（
中
村
さ
ん
）

「
想
定
外
の
も
の
が
リ
ピ
ー
ト
率
が
高
く
、

上／TuyTuyは定期券利用に付与して生活サービスを提供す
る　左／傘をレンタルできる ｢アイカサ｣　下／何度でも使え
る ｢充レン｣。災害時には無償貸し出しも実施される

ウィズコロナに即した鉄道の新しい社会的価値が求められている

■「DENTO」と「TuyTuy」の違い
DENTO TuyTuy

主体

目的

分類

ポイント

ターゲット

展開エリア

支払い方法

東急 東急電鉄

定期券付加価値向上 定期券付加価値向上

MaaS 移動手段を含めたサービスプラットホーム

新しい働き方の提案 環境配慮型サブスプリクション

30～ 50代 20 ～ 30代

主に多摩田園都市地区 東急線沿線

サービス利用時に都度購入 月額定額の先支払い

サービス

移動サービスと生活サービスをシームレスに提供
①快適な都心通勤を実現する移動サービス
②自宅周辺で快適にテレワークできる
　就労環境の提供
③移動目的および体験価値の向上

シェアリングを中心とした環境配慮型のサービス
①サーキュラーエコノミー（循環型経済）
　実現への取り組み
②時間価値の向上
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特集：ニューノーマル・ウィズコロナの鉄道輸送とサービス
［新しい取り組みに果敢に着手する鉄道事業者の「いま」］

Ｔ
ｕ
ｙ
Ｔ
ｕ
ｙ
に
よ
っ
て
ニ
ー
ズ
が
掘
り
起

こ
さ
れ
た
も
の
も
多
い
。
今
後
も
お
客
さ
ま

の
声
を
聞
き
、
反
映
し
な
が
ら
柔
軟
に
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
た
い
」（
梶
谷
課
長
）

さ
ら
に
、
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
で
リ
ピ
ー
ト
率

が
高
か
っ
た
テ
レ
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
を
取
り

込
み
、
都
心
部
や
駅
近
の
テ
レ
ワ
ー
ク
メ

ニ
ュ
ー
の
充
実
も
進
め
て
い
る
。
そ
の
一
環

と
し
て
、
武
蔵
小
杉
駅
と
長
津
田
駅
の
旧
定

期
券
う
り
ば
や
、
宮
崎
台
駅
に
近
接
す
る

「
電
車
と
バ
ス
の
博
物
館
」
の
コ
ロ
ナ
禍
で

長
期
休
業
し
て
い
た
Ｂ
棟
な
ど
の
遊
休
資
産

を
活
用
し
、
新
た
な
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
を
設

置
し
た
。
特
に
電
車
と
バ
ス
の
博
物
館
に
開

設
さ
れ
た
「
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー

ス
」
は
、
目
黒
蒲
田
電
鉄
時
代
の
車
両
や
飛

行
機
Ｙ
Ｓ-

11
の
中
で
仕
事
が
で
き
る
ほ
か
、

人
工
芝
が
広
が
る
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
タ
イ
ル
の

エ
リ
ア
が
整
備
さ
れ
る
な
ど
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ

メ
ン
ト
要
素
を
盛
り
込
ん
だ
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー

ス
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ワ
ー
ク
ス

ペ
ー
ス
は
Ｔ
ｕ
ｙ
Ｔ
ｕ
ｙ
で
提
供
し
て
い
る

カ
フ
ェ
や
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
を
時
間
単
位
で

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
「
Ｓ
ｕ
ｕ
ｐ
」
と
も

連
携
し
て
お
り
、
毎
月
決
ま
っ
た
回
数
の
利

用
料
金
が
割
引
さ
れ
る
。

魅
力
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
は
移
動
の
原
動
力

Ｔ
ｕ
ｙ
Ｔ
ｕ
ｙ
開
始
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
で
は
、
利
用
者
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
20

～
30
代
以
外
に
も
70
代
ま
で
の
幅
広
い
年

齢
層
に
比
較
的
均
等
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
ま
た
、
他
の
施
策
よ
り
も
ア

ン
ケ
ー
ト
の
回
答
率
が
格
段
に
高
く
、
定
期

券
利
用
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
潜
在
的
な

ニ
ー
ズ
も
顕
著
と
な
っ
た
。

「
も
と
も
と
鉄
道
は
定
時
運
行
や
特
急
運

行
な
ど
で
多
く
の
人
々
に
時
間
短
縮
と
い
う

点
で
貢
献
し
て
き
た
が
、
Ｔ
ｕ
ｙ
Ｔ
ｕ
ｙ
で

の
日
常
生
活
へ
の
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
、
さ

ら
な
る
お
客
さ
ま
の
時
間
価
値
の
向
上
を

図
っ
て
い
き
た
い
」
と
梶
谷
課
長
は
語
る
。

東
急
グ
ル
ー
プ
は
創
業
よ
り
鉄
道
サ
ー
ビ

ス
と
と
も
に
沿
線
で
の
生
活
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
お
り
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
重
要
テ
ー
マ※

に
向
き
合
い
事
業
を
展
開
、
さ
ま
ざ
ま
な
企

業
と
の
協
業
に
よ
っ
て
業
界
の
枠
を
超
え
た

サ
ー
ビ
ス
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。
Ｔ
ｕ

ｙ
Ｔ
ｕ
ｙ
も
、
気
軽
に
利
用
で
き
る
こ
と
か

ら
身
近
な
サ
ー
ビ
ス
の
集
合
体
に
見
え
る
が
、

沿
線
の
鉄
道
利
用
者
の
生
活
に
着
目
し
て
、

鉄
道
移
動
を
含
め
た
生
活
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

と
と
も
に
、
脱
炭
素
な
ど
社
会
的
な
課
題
解

決
に
向
き
合
っ
て
い
る
。
利
用
者
は
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
こ
と
で
こ
う
し
た
課
題
解
決

に
参
画
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

非
常
に
興
味
深
い
の
は
、
Ｔ
ｕ
ｙ
Ｔ
ｕ
ｙ

の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
、
利
用
者
が

定
期
券
の
範
囲
を
越
え
て
、
つ
ま
り
追
加
運

賃
を
支
払
っ
て
出
か
け
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
通
勤
や
休
日
の
遠
距
離
移
動
の
ほ
か

に
、
日
常
的
に
魅
力
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
れ

ば
近
距
離
移
動
が
生
ま
れ
る
。
Ｔ
ｕ
ｙ
Ｔ
ｕ

ｙ
は
期
間
限
定
の
実
証
実
験
で
は
あ
る
が
、

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
の
社
会
で
人
々
の
行
動
や

需
要
を
認
知
す
る
ほ
か
、
新
た
な
移
動
を
創

出
す
る
契
機
と
な
る
だ
ろ
う
。

※サステナブルな経営を推進するにあたり、社会および事業の視点から、重要と考えるテーマ

上／小型電動アシスト自転車を利用できる「LUUP」
左／芝生が広がるアウトドアスタイルのワークエリア

左／「DENBUSワークスペース」エントランス　上／Wi-Fiも使える510形の車内
で仕事ができる　右／コックピットの真後ろ、限定1席のYS-11エリア


